
 
【【授授業業科科目目】】小小児児看看護護学学実実習習 CChhiilldd NNuurrssiinngg PPrraaccttiiccuumm   

担 当 教 員 開講年次 選択必修 単位数 時間数 授業形態 実務

経験 
オフィス 
アワー 

教職員への 
授業公開 

増田 由美、別所 史子 ３年次

後 期
必 修 ２ ９０ 実 習 あり

巻末

記載

否

授業概要 
（内容と進

め方）及び 
課題に対す

るﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
方法 

授業概要／小児看護学では成長発達過程にある子どもを一人の人間としてとらえ、その子どもの最良の健康状態が

維持できるように、子どもと家族を支援するための基礎的能力と態度を修得できることをめざす。そこで受け持つ

子どもの生活や人格、健康状態、家族の状況などを把握し、必要な支援を考え、実施・評価するプロセスを学習す

る。これらを通して自己を振り返り、今後の課題を明らかにする。

課題に対するフィードバック方法／個人の準備学習や実習記録を通して知識やアセスメントの確認を行い、子ど

もと家族に必要な看護支援を導き出せるよう個別に指導する。加えて、カンファレンスを通してグループ内で共

有し、多角的に考察できるよう助言する。

授業の 
位置づけ 

本学のディプロマ・ポリシー③「専門的知識・技術に基づき、地域に暮らすあらゆる健康レベルの人々にそれぞれ

必要とされる看護を実践することができる」の達成に寄与している。

到達目標 
（履修者が

到達すべき

目標） 

子どもの健康状態が子どもと家族に及ぼす影響を述べることができる。

健康状態の回復や健やかな成長発達を支援するために援助に必要な情報を収集・アセスメントし、看護問題を

明らかにして子どもと家族のニーズに応じたケアの計画、実施・評価できる。

小児を対象とする看護職としての倫理的感受性を養い、小児看護の役割が理解できる。

主体的に実習に取り組み、子どもや家族とのかかわりを通して自己を振り返ると共に今後の課題について記述

できる。

時間外学習

に必要な

内容・時間

※詳細については、実習要項を参照してください。

授業計画

・実習期間は、令和６年９月９日～令和７年２月２８日のうち１０日間 
・実習時間は、原則として、８：３０～１６：３０ 
 

※詳細については、実習要項および実習オリエンテーション時の配布資料を参照してください。 

増田、

別所

評価方法 
評価基準 

※詳細については、実習要項を参照してください。 

学生への 
助言等 

感染リスクの高い子どもを対象とした実習であることを認識し、各自の健康管理と感染予防対策に細心の注意を払

ってください。 
実習はこれまで学内で学んだ知識と技術を統合して学ぶ場です。十分に事前・事後学習を行い、これまでの講義資

料、課題などを活用して学びを深めてください。 
子どもにとって治療やケアを受けることは、大人が想像する以上に恐怖心やストレスが大きい出来事です。これま

でに学修してきた内容をもとに、子どもの不安やストレスを軽減し、子どもが主体性を発揮できる看護援助を考え、

実践してください。

子どもと家族に安全にケアが実践できるよう、小児看護に関する技術の理解や動画視聴などでイメージ化を進め実

習に臨んでください。
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